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総括質問

総括質問

戸田市議会委員一覧   令和２年２月３日、４日の臨時会において役職改選が行われました
議
員　
市
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
極
度
に
低
下
し
、
や
る
気
を

失
っ
て
い
る
等
の
情
報
が
あ
る
が
、

市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
職
場
環
境
づ

く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く
考
え
か
。

市
長　
組
織
力
の
発
揮
に
は
、
対

話
・
話
し
合
い
に
よ
る
協
力
関
係

が
重
要
で
あ
る
。
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
図
れ
る
好
環
境
を
つ
く
る

こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

組
織
の
活
性
化
を
図
り
、
働
き
や

す
い
職
場
を
つ
く
っ
て
い
く
。

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
策
定

に
お
い
て
は
将
来
を
見
据
え
、
よ

り
実
効
性
の
高
い
行
財
政
改
革
の

内
容
に
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

                     　花
は な い

井 伸
の ぶ こ

子　議員 令和会　伊
い と う

東 秀
ひでひろ

浩　議員         

議
員　
「
戸
田
市
教
育
政
策
シ
ン

ク
タ
ン
ク
」
の
機
能
、
事
業
展
開
、

調
査
研
究
成
果
を
、
ど
の
よ
う
に

教
育
改
革
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
考
え
か
。

市
長　
教
育
委
員
会
に
調
査
分
析

機
能
を
持
た
せ
、
効
果
的
な
指
導

方
法
等
を
明
ら
か
に
し
、
経
験
の

少
な
い
先
生
が
日
々
の
実
践
に
生

か
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
。

ま
た
、
産
官
学
の
専
門
的
な
外
部

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
支
援
を
得
な
が

ら
進
め
、
不
確
実
な
未
来
を
生
き

抜
く
と
だ
っ
子
た
ち
が
能
力
を
十

議
員　
戸
田
市
の
財
政
力
は
県
内

一
位
。
市
税
全
体
で
は
0.3
％
の

マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ
て
い
る

が
、
新
た
に
法
人
事
業
税
交
付
金

２
億
６
３
０
０
万
円
増
、
地
方
消

費
税
交
付
金
３
億
円
増
で
、
歳
入

全
体
は
安
定
的
で
あ
る
。
国
保
会

計
へ
の
操
出
金
は
１
億
２
千
万
円

減
少
し
、
財
源
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
一
方
で
、
加
入
者
の
負
担
は
増

大
し
、
消
費
税
率
10
％
で
暮
ら
し

は
大
変
で
あ
る
。
市
の
豊
か
な
財

政
力
で
、
誰
も
が
安
心
で
き
る
予

算
編
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
税
全
体
は
減
少
、
法
人

事
業
税
交
付
金
は
法
人
市
民
税
の

減
収
分
を
補
え
な
い
見
込
み
。
地

方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
で
は
、

社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
を
十

分
に
補
え
な
い
。
国
保
へ
の
操
出

金
は
減
少
し
た
が
、
依
然
、
高
額

の
繰
り
入
れ
が
発
生
し
て
い
る
。

今
後
も
効
果
的
な
財
政
配
分
に
努

め
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
取

り
組
む
。

議
員　
第
６
次
行
財
政
改
革
に
お

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
学

び
の
推
進
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員　
市
長
が
構
想
し
て
い
る
放

課
後
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長　
既
に
策
定
し
た
「
放
課
後

子
ど
も
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

基
に
、
幅
広
い
地
域
の
人
材
や
各

種
団
体
の
協
力
を
得
、
そ
れ
ぞ
れ

の
児
童
の
放
課
後
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

い
て
、
職
員
定
数
の
削
減
は
限
界

を
超
え
て
お
り
、
コ
ス
ト
縮
減
に

偏
っ
た
改
革
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
使
用
料
・
手

数
料
の
値
上
げ
に
よ
る
市
民
利
用

の
縮
減
や
文
化
活
動
の
縮
小
・
廃

止
の
改
善
。
徴
収
業
務
に
お
い
て

は
、
親
切
・
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
必
要
で
あ
る
。
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
の
積
極
的
活
用
で
豊
か
な

行
財
政
運
営
を
。

市
長　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
等
、
本
市
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
さ
ら
に
厳
し
く

市の豊かな財政力で
誰もが安心できる予算へ

教育政策シンクタンクの施
策への反映は

持続可能な財政運営に取り組む とだっ子の新たな学びの推進期待

▶
活
用
が
期
待
さ
れ
る
教
育
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク

第
７
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は

市
職
員
の
職
場
環
境
づ
く
り
は

放
課
後
事
業
の
在
り
方
は
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▲利用料が値上げになったスポーツセンター室内プール

２月　　３月　　４月　　５月　　６月　　７月　　８月　　９月　　10月　　11月   12月

視察・
検証

視察・
検証

視察・
検証

視察・
検証

協 議

まとめ

協 議

まとめ

まとめ

まとめ

議
会
改
革

議会改革
特別委員会

議場等のバリアフリー化
（前年からの継続）

災害時における議員活動
（前年からの継続）

議会のＩＣＴ化
（前年からの継続）

予算決算委員会の調査研究

政務活動費の見直し
（前年からの継続）

協 議

協 議

協 議

協 議

文教・建設
常任委員会

教育現場の課題解決に向けて
～児童・生徒と
　　　　　向き合うために～

健康福祉
常任委員会

協 議

協 議

協 議

協 議

区分　　委員会名　　　　　　年間活動テーマ

政
策
立
案
・
政
策
提
言

中高年の
ひきこもり対策について

総務
常任委員会 危機管理の強化について

時　　期

テーマ設定再生可能エネルギーの
活用について

市民生活
常任委員会

テーマ設定

テーマ設定

テーマ設定

１議会活動に対する市民への説明責任

２議会活動の「見える化」

３政策立案・政策提言機能の発揮

４議会改革の更なる推進

目 的

令和２年２月から令和２年１２月まで

期 間

原則、毎月１回委員会を開催し、現状把握や先進地視察等を踏まえて協議
※国からの非常事態宣言の発令を受け、４月の各委員会と例年５月に実施している
　先進地視察は延期となりました。

手 法

まとめ

まとめ

協 議 まとめ

協 議 まとめ

協 議 まとめ

区　　　　分 委員長 副委員長 委　　　　　員

常
任
委
員
会

総 　 　 務 細 田 本 田 斎 藤 酒 井 三 浦 熊 木

文 教 ・ 建 設 竹 内 浅 生 峯 岸 土 屋 手 塚 榎 本 高 橋

健 康 福 祉 山 崎 石 川 矢　澤 十 川 むとう 馬 場

市 民 生 活 三　 輪 林 佐　 藤 遠　 藤 花　 井 伊　 東
特
別
委
員
会

議 会 改 革 特 別 委 員 会 遠 藤 竹 内 佐 藤 十 川 本 田 山 崎 高 橋

まちづくり・交通対策特別委員会 榎　 本 三　 浦 浅　 生 林 斎　 藤 花　 井 三　 輪 熊　 木

議 会 広 報 委 員 会 伊　 東 石　 川 矢　 澤 むとう 細　 田 馬　 場 峯　 岸 土　 屋

令和 2年戸田市議会年間活動計画

戸田市議会では、４つの常任委員会における「年間活動テーマ」の取り組みや、
議会改革特別委員会での取り組みなど、積極的な委員会活動を行っています。
これらの活動を、戸田市議会の活動として明確に位置付けること、議会活動

の「見える化」を図ることを目的に、「戸田市議会年間活動計画」を作成しました。


